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我々は意思決定や解探索といった知的機能の物理的プロセスによる実現に向け, フォト

クロミズムを示すジアリールエテン結晶への近接場光励起光異性化に注目している．近接

場光励起は, 分子構造変化に伴う機械的歪みによって光異性化が局在したナノ光異性化を

生じ, さらに励起を続けることで, 光ファイバープローブの先端を延長するように, ナノ光

異性化が近接場光源を生む光異性化の連鎖が進行し, 多数の分岐を含んだ複雑な経路が形

成される[1]. この経路は単一光子の意思決定[2]におけるビームスプリッターを多段に配置

したトーナメント構造を成し, 高次意思決定を実現する. このトーナメント構造に物質固

有の非自明な特徴が埋め込まれていることが機能の根幹である 

上下ダブルプローブ走査型近接場光学顕微鏡 (SNOM)により, 結晶表面での近接場光励

起に起因する裏面での近接場光分布を計測し，ナノ光異性化経路に機械的歪みに由来する

自発的な分岐が生まれることを示唆する結果を得た (Fig. 1a) [1]．近接場光分布にはナノ光

異性化とその分岐における異方性の情報が含まれると考え, 近接場光像の典型的構造長の

方向依存を自己相関により解析を行なった. 構造長の方向依存を Fig. 1b に示す. 構造長は

30°の方向で小さく, 120°の方向で大きくなる周期的な変化を示した. ナノ光異性化経路

の分岐を伴う形成過程は, 完全なランダムではなく, 異方性を持つことがわかった. 

 

Fig. 1 (a) SNOM image. (b)Angular dependence of structure length. 
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